
埼玉大学学術情報発信システム
 （SUCRA）と地域連携の可能性
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埼玉大学に在籍する研究者の学術雑誌掲載論文、紀要論文、科学研究費補助金成果報告書、学位論文、学会

発表予稿・スライド、電子教材などを登録し公開するため、平成18年７月構築に着手し、平成１９年３月から試験

公開しています。埼玉大学総合情報基盤機構が運用を担当しています

 

（図書館 ：データ収集・蓄積・保存、情

メディア基盤センター ：システム構築・維持管理。）
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SUCRA は、本学の学術成果を、収集・蓄積・保存し、インターネットを通じて無償で学内外へ、さらに広く世界へ発

 
信するシステムです。「さくら」と呼んでください。ロゴマークは、さいたま市に自生するサクラソウをモチーフにしてい

 
ます。
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SUCRA構築の背景

埼玉大学の中期計画
（平成16年度～)

「積極的に社会と連携することにより、教育研究の成果社

 
会に還元することを目標にする。」
「産学官の連携を積極的に推進し、研究成果の社会還元

 
を通じて地域社会を通じて地域社会の活性化を図る。」
「大学の持つ知的情報を一元的に把握し、データベース化

 
を推進し、社会の求めに応じて情報を適切に加工して提

 
供するなど、大学と社会の間のインターフェース機能を

 
持った組織を設置する」

研究情報・知的情報の一元化・
データベース化及び社会への公開

国立情報学研究所の
 CSI事業

(平成17年度～平成19年度？)

機関リポジトリの構築・支援を目的と

 した委託事業
埼玉大学は平成18年度から採択

SUCRAによる情報発信
・平成18年７月構築に着手
・平成19年３月試験公開
・平成19年度中に本格運用開始



SUCRA構築の取り組み

■ 7月28日

 

NIIへ「業務計画書」提出
■ 8月

 

1日

 

SUCRA構築作業部会第1回会合
■ 8月

 

1日 リポジトリソフト(XooNIps)試行開始
■ 9月14日

 

SUCRA構築作業部会第2回会合
■ 9月21日

 

先行機関見学会（慶應・三田）
■ 9月28日

 

SUCRA構築作業部会第3回会合
■10月16日 学内学術論文リスト作成完了
■10月19日 18年度第2回総合情報基盤機構会議

 
(学術情報専門委員会設置要項の承認）

■11月13日 第1回学術情報発信専門委員会
■12月 8日

 

学内学術論文リストによる提供依頼開始
■ 1月15日

 

学内学術論文リストによる提供期限
■ 1月23日

 

SUCRA構築作業部会第4回会合
■ 2月

 

2日 第2回学術情報発信専門委員会
■ 2月16日

 

SUCRAサーバ搬入
■ 2月19日

 

NIIへ「委託事業報告書」提出
■ 2月～

 

派遣職員によるデータ入力・登録作業
■ 3月

 

SUCRAパンフレット作成
■ 3月20日

 

SUCRA試験公開開始

平成18年度

■

 

4 月～

 

19年度委託事業開始

■

 

4 月～

 

派遣職員による許諾依頼・登録等作業

■

 

4 月19日

 

NIIへ「委託業務完了報告書」提出

■

 

4 月19日

 

NIIへ19年度「業務計画書」提出

■

 

5 月 7日

 

日本機械学会掲載論文登録許諾依頼

■

 

6 月 5日

 

科研費報告書登録許諾依頼開始

■

 

7 月30日

 

H19第1回学術情報発信専門委員会

■

 

9 月11日

 

SUCRA登録文献が500件を突破

■ 10月18日

 

JuNii+からのハーベストに成功

平成19年度

平成19年中に登録文献数1000件突破予定

SUCRA本格運用の開始！



http://sucra.saitama-u.ac.jp/

http://www.saitama-u.ac.jp/
http://sucra.saitama-u.ac.jp/




ＳＵＣＲＡの現況(学部別、ジャンル別)
 平成19年11月26日現在
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登録件数

登録件数

教養学部 105

教育学部 106

経済学部 27

理工学研究科 625

機構・センター 5

その他 8

合 計 876

学術雑誌論文
61%

研究報告書
24%

紀要論文
10%

発表資料
3%

その他
2%

登録件数

学術雑誌論文 532

研究報告書 212

紀要論文 85

発表資料 29

その他 18

合 計 876



1. 学術雑誌論文

 学術論文の著作権は一般的に出版社や学会が保有
① 電子ジャーナルのPDFファイルの複製公開を認めている。
② 著者自身が作成した投稿原稿ファイルの公開を認めている。
③ 大学サイトでの公開を認めていない。
⇒ 学術情報流通のあり方。大学、研究者、学会、出版社の利害関係

2. 科学研究費報告書

 さまざまな文献が混在し、著作権許諾の処理が複雑

 ⇒ 報告書出版のあり方。電子化公開の制度・義務付け

3.  学内生産論文（紀要論文・学位論文等）

 包括許諾、文献入手のためのシステムづくり

 ⇒

 

学内体制の必要性。成功すれば一気にコンテンツの量的拡大も

4.  発表資料・教育資料等

 教員に個別にアプローチ。アンケート調査など

 ⇒

 

オリジナルコンテンツの発掘。新たな情報発信の可能性

コンテンツ拡大のために（数々のハードル）

データベースに本文を登録するためには、著作権者（著者、出版社等）の許諾が必要



SUCRAの機能・役割  機関リポジトリは何の役に立つのか

1. 学術論文のオープンアクセスの促進

2. 学内出版物のデジタル化の促進

3. グレーリテラチャの公開の促進

4. 隠れた研究成果・教育成果の発見とその公
 開

5. 埼玉大学のアピール

6. 地域連携のための器



ＳＵＣＲＡのシステム

XooNIpsは、理化学研究所で脳・神経系に関する研
究データを収集・蓄積・共有することを目的として開
発されたオープンソースソフトウェア

論文，実験データ，数理モデル，シミュレーションプ
ログラム，結果のデータやグラフ，URLなど電子情
報を含めた様々な研究資源をインターネットによっ
て共有することが可能

検索、登録、査読、OAI-PMH等の機関リポジトリと
しての基本機能を網羅

慶応義塾大学において図書館の機関リポジトリとし
て利用するために必要なアイテムタイプモジュール
（XooNIps-Libraryモジュール）を開発

少ない費用でシステム構築が可能

リポジトリソフトウェアに国産オープンソース
XooNIps（ズーニプス)を採用

教員総覧・教員活動報告データベース
との連携（計画段階）

XOOPSが基盤 機能拡張が容易
XooNIpsベースでのメタデータ

共有システム開発

XooNIps本体+Libraryモジュール



地域連携事業の可能性
 機関リポジトリから地域リポジトリへ

各館所蔵資料の共同利用（拡大）

直接来館サービスの改善（手続きの簡素化
など）

非来館型サービスへの対応（範囲の拡大）

情報発信システムの構築（共同事業化）

資料の共同保存（重複資料の整理）

各種公開事業（展示会、シンポジウム、講演
会など）

職員の能力開発・人材育成（研修会等）



地域リポジトリによる情報発信
 相互協力・情報サービスの変化

• 特定の図書館だけが所蔵
 する資料の提供も対象に

・貴重書

・研究成果（原論文等）

・教育成果（講義資料など）

• 電子的情報資源の提供
 （IT活用）

これまでの
相互協力サービス

新たな情報資源提供
 サービスの展開へ

• 各図書館が所蔵する資
 料の共同利用

• 各図書館所蔵資料の大
 半は公刊の資料（＝他の

 図書館でも所蔵できる資
 料）

• 印刷（製本）資料主体

（から）



地域連携リポジトリの事例

• ゆうキャンパスリポジトリ
 

（大学コンソーシア
 ムやまがた）

• 広島県大学共同リポジトリ

• 岡山県立図書館デジタル岡山大百科と岡山
 大学学術成果リポジトリの連携

• 長崎大学、名古屋大学

http://repo.lib.yamagata-u.ac.jp/
http://unicon.kj.yamagata-u.ac.jp/
http://unicon.kj.yamagata-u.ac.jp/
http://harp.cc.it-hiroshima.ac.jp/dspace/
http://www.libnet.pref.okayama.jp/mmhp/
http://www.lib.okayama-u.ac.jp/eprints/
http://www.lib.okayama-u.ac.jp/eprints/


SUCRAの将来

• 教員情報、業績情報、機関リポジトリ
 

の統合
 ⇒ ワンライティング・ワンストップサービス

• オリジナルコンテンツの拡大による新しいタイ
 プの情報発信システム

• 地域連携の器としてのSUCRA ⇒
 

地域共同
 リポジトリの立ち上げ

• 進化・変貌するSUCRA ⇒ 予測不能
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